情報経営論
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キーワード
情報化の進展で
企業あるいは経営の活動や環境が
どう変わってきたか?

どう変わりつつあるのか?

さらにどう変わっていくのか?

特にこれまでにない変革に注目する
マーケティング
→単なる供給から付加価値へ
生産の方法
→少品種大量生産から他品種少量生産へ
モノを単に供給しているようでは売れなくなってきた
市場調査
どう変わりつつあるか?

人の採用や評価,SOHO,ネット化
→人材
これからどう変わって行くのか?

①情報・知識から知恵,創造へ
②組織から個人へ
情報,知識は知っていて当然という時代。
☆クリエイティブ=非常に強く求められる。
プロジェクトチーム制=エキスパートの集団!!
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IT化は経営における第三の変革の最終段階
会社組織の誕生は1860年から
第一の変革
経営と所有の分離　経営者と所有者を独立な存在に(1895-1905)

第二の変革
経営の分権化　指揮命令型の組織形態へ(1920-1950)

第三の変革
情報化組織,専門家組織への転換(1970-現在)

第二の変革
管理部門と現場部門の分離
→コミュニケーションというものが企業組織において重要との認識
CEO,CIO,COO

経営に;おける情報の役割(情報経営論の意義)
経営の第一目標は利益を上げること
そのためには経営をどのように展開していくかが課題
この検討には経営に関わる状況を正確に把握し判断した戦略の決定が重要
そのためには情報が不可欠
しかも,より豊富で適切な情報をリアルタイムに入手,分析することが必要
ここに経営活動を情報の側面から考察する意味がある
情報基盤としてのIT化が経営活動に与える影響は
情報の価値や役割が飛躍的に大きくなる
しかも情報の源泉が組織よりも個人の創造,英知から発するようになる
情報基盤としての
管理業務での活用→戦略策定
バックデータの活用→生情報の活用
↑情報経営論がある理由。
それではもっと現実に,情報活用がどうのこうの。。
情報処理の道具が無かった時代の情報活用
商いとしての行商
日本で歴史的に知られ現在もある「富山の薬売」
@訪問時には商品を販売し必要なことを全て記録(大福帳)
@全国の客先から商売や地域のことなどの情報を得る
@得た情報を商品の開発,販売など次の事業に役立てる(マーケティングの原点)
情報処理の道具を全く使わず人手による情報収集,活用
情報処理による数値データの分析ほど大規模ではなかった
人間が現場で実際に見て聞いて感じたことを情報として記録
モバイルによる情報収集活用にも匹敵する質の高い情報収集も可能
情報接触
(見る)

(聞く)

(感じる)

現場

体験者



求められた資料
取材者



構築された理論
資料



☆まとめられた資料(マスメディア)を見ただけでは,現場を知っていることにはならない。
原点は現場を生で,その肌で。匂いで。
薄められた資料との落差
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情報処理の道具を利用した情報活用(コンピュータ以前)

四則計算機,電話,会計機などの情報処理機器を活用
@売上,在庫情報,業績の数値的な集計,管理,分析,調査など
@組織的な情報収集,分析が可能になり管理の客観性を重視へ
@ただし管理や結果分析の域に止まり柔軟な計画変更など,数値情報の積極活用には至らず
コンピュータとネットワークを利用した情報活用
コンピュータによる情報活用は1960年代半ばから
@すでにあるデータの集計・分析などの管理業務
@定量的なデータ分析の域に止まり過去のデータを分析し予測する
1980年代後半になると
@業務に関係するあらゆる必要関連情報をリアルタイムに収集分析
@その結果を直ちに活動や意思決定の判断材料として活用
@市場予測,競合攻略,新規事業開発など戦略分野にも活用
21世紀を迎えた今日
@経営における情報活用は経営,企業,産業のあり方を変革する段階へ
・顧客→個客
・最適生産
・効率から価値の追求へ
経営資源としての情報の位置づけ
経営資源とは経営活動を行うのに基本的に必要な要素
現在は経営の四つの資源として人・物・金+情報が認識されている
歴史的には人・物・金の三つが経営資源であった
情報収集がセールスや人脈ネットによる情報収集から,情報システムを活用し,組織的,効率的な情報収集へ
その結果情報を意識的,網羅的,論理的に考察する
あ。消された(汗)(ﾟдﾟ)ﾏｽﾞｰ
①経営資源=人材としての人
工業社会から情報化社会へ
=大量生産,大量消費,人とはすなわち物理的労働力から人とは主に知的,創造的能力を有する人材へ
人的資源=量としての人の数から,知的能力を問う質としての人材
働く場=物理的な職場,定時出勤など場所と時間の固定からホームオフィスやサテライトオフィス等,労働形態の多様化
労働評価=時間や物理的生産量から,明確な役割責任を問う質的な評価へ
フレックスタイム制
年俸制
契約社員制
②経営資源=プロダクトとしての物,サービス
物の量的提供から,付加価値の提供へ
質や主観価値(デザインやテイスト)を重視した物の提供に
物からサービスへ
物の提供よりもサービスなど無形の便益提供が有力市場に
アミューズメント,旅行商品などレジャー,各種業務代行
求められている価値の把握へ
市場によって価値のあるものを把握,流通形態や消費者の購買動向変化の追求,情報重視への傾斜
マーケティングの重要性
対象の広がりと変化の早さに対応
状況,実態→情報把握→対応のビジネス
③経営資源=資金としての金
資金は企業活動の潤滑油
資金調達
資金の間接調達(銀行借入)から直接調達(証券市場)へ
ネット証券市場,リアルタイムな資金移動
資金管理
ノン伝票など会計処理のオンライン化による日次決済へ,管理部門の中で最も合理化,効率化が進展した部門
④経営資源=知的資産としての情報
データ・情報・知識
情報--『特定の問題解決を行う個人又はグループが意思決定を下すために,データを評価あるいは活用するとき,そのデータは情報に転嫁する』(米国の社会学者,A.H.Mcdonugh)

『意思決定に何らかの方法で関与し,意思決定を下そうとする急進的意思の存在を前提とするデータ,これを情報という』(元図書館情報大学学長,前川正信)

データ--『特定の目的に沿うように意味づけしていない単なる諸事実』
『単なる事実の羅列』
知識--『情報を上位の概念の元に整理,統合したもの,同様の情報をある特定の目的の…』
その意味で情報とは相対的なものそれをどう解釈するか,判断するか,意味(価値)を持って捉えるかである
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情報を活用する場合に情報の特性を理解する
Peter F.Druker

1946年経営に関する著作。
『現代の経営』上下
『マネジメント』上下
『イノベーションと企業家精神』
『ポスト資本主義社会』
『経営者の条件』
組織に活かすための情報特性
①コミュニケーションの重要性
②情報は量よりも質が重要である
③情報対応力
④情報ネットワーク環境のインフラ化
コミュニケーションの重要性
☆コミュニケーションの目的は自分の考えや意思を相手に理解させること。
☆相手が経験的に理解できる言葉や表現で伝える。
☆受け手が内容を理解できることが大前提
☆コミュニケーションは受け手の知覚に訴えて成り立つ
☆知覚形成の最も重要な要素は文化的情緒的な要素
☆新しい事態が生じる→情報として流れる→各自それぞれに解釈理解する→認識差ギャップが生じる→ギャップをうめるためのコミュニケーション
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経営活動の知識化指向
@現代の経営活動では情報が決定的に重要である
従って専門知識や個人の英知が経営活動の中心的資源になる
@個々の専門知識や個人の英知はその保持者に限られる
しかもこれらは他の専門知識と統合されてはじめて生産的になる
@従って知識社会は組織社会になる。企業の仕組みはこの方向に進みつつある
知識社会へ向けての転換
知識社会への転換はこの先10年程度は続き現在は転換期
そこでは現状維持を求める立場と変革を求める立場が生じる,しかし現状維持も変革促進もその立場は相対的
両者の主な対立軸
安定を求めるコミュニティー　VS　変化を求める組織
組織共同の利益を求める社会　VS　自立性を求める組織
チームとしての成果を求める組織　VS　専門知識を持つ専門家
個人　VS　組織
両者間の責任の関係
企業とコミュニティー
企業はコミュニティーの中に根付く必要があるが,コミュニティーの一部ではない
企業の分化は自らが掲げる目的を追求することで,その目的は明確で限定的なものほどよい
コミュニティーは社会や個人全ての存在を包含する全方位的存在である
両者を踏まえた調整過程が企業の社会的責任の体現である
知識社会の組織はイノベーションを指向
知識の特質はそれが急速に変化し前のものが不都合になる
知識に大きな変化を与える変化は組織の領域外で起こる
変化とは新しい科学や技術進化と社会的なイノベーション
知識社会ではそうした変化を誰もが互いに教え学びあえる
従って常に変化に対応せざるをえない状況を作る
企業組織や知識労働者は
変化の
ダイナニズムに対応,耐えざる改善と常なるイノベーション,迅速な対応のために高度に分権化
寿司屋=冷凍技術物流技術
卸業=物流技術,情報ネット
教師=技術,メディア
5/休んだぽ
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情報化と従来の産業構造の転換
@従来の産業構造とは大量生産システム
その特色は生産工程の細分化,専門家,標準化による規格品の効率的大量供給,規模の経済の追求。
その一方で組織の肥大化,硬直化,生産力の効率低下,変化への即応力低下を招来
@情報化,コンピュータネットワーク化の導入,推進,企業組織への情報,コミュニケーション基盤,情報の共有
事業部門単位のスリム化
省力化
業務の流れの改善
全社的な事業の再構築
エネルギー→物質への対応(蒸気,電気,石油)

情報→知識,人の思考
情報化および,ネットワークの経済特性(P21)

NTT出版
林紘一郎『情報ネットワークの経済学』
自前主義(必要な者は自分で)→中核的なもの+外部調達
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小ﾃｽﾄ6/25日
106で
10点満点で採点
経営活動に新しいことが起こってきたP11-

①コミュニケーション
②情報が爆発的(量より質)

③情報対応シフト(これからやること)

産業構造自体が変わり始めた
本当に収益の目玉のような部門は強くする。
必要に応じて柔軟でスピーディな動き
オープンネットワークと新しいビジネスモデル@P23

情報の非対称性が無くなる=物を売る側,買う側
インターネットオークション。
売る側よりも買う側の方が情報を持っていることもある
代理店=メーカーの代わりとなって売ってあげる。
メーカーの支持に従って。→お客さんの代わりに選ぶ
顧客からの情報が希少価値に,販売代理モデルから購買代理モデルへ
組織変化
企業組織は知識を中心とする組織になる
各自は情報の交換を中心に自らの仕事の方向位置づけを行うようになる
仕事の形態が頭脳労働的になり自ら考え判断することが中心になる
情報の扱い方が量的な,早急な,正確な処理から内容の吟味,評価,判断する専門能力が中心になる
組織の構造が固定的でマトリックス型組織から,プロジェクト型で階層が少ないフラット型になっていく
一人一人の自己規律と責任の自覚が不可欠になる
直面する課題
現状に満足している人たちにとっては大きな脅威に。
ミドルのポストが大幅に減少し,従来の報償,評価,キャリアの構造が根本的に変化する。
→(P23)まで
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情報システム化の広がり(1)

@情報システムの利用領域
　企業経営活動,業務のあらゆる領域に
@情報システムの経営活動への支援レベルの推移
前半は経営管理の支援(1960年代初期から1980年代末)

後半は経営管理と事業推進の支援(1980年代末から1990年代末)

　転換点は情報システムを戦略的に活用し始めたか否か,

SIS(戦略的情報システム)導入いかん(1980年代末)

第1次情報化(データ処理機としての利用)

@期間(1960年代初期から1970年代初め)

@利用企業
　大企業,一部の業種
→銀行,保険,証券,商社,電力,鉄鋼
@利用が限られていた理由
☆コンピュータに対する企業の理解が浸透せz

☆業務処理を効率的,合理的に処理する発想が未浸透
☆価格が高く,設置には専用の施設,専門の技術者が必要
☆主たる業務,全社的な一括業務(基幹業務)処理に限った活用
どの企業でも必要なのが財務会計。
@業務処理の補助ツールとしての活用-単純業務の繰り返し
大量な数字データを集中的,大規模な計算業務
データを入力→決まったプログラムで処理→処理結果を再び入力→プログラムで処理→決まった帳票に打ち出す
@利用による効果
☆事務作業の効率化,業務の改善や合理化
☆業務を速やかに処理する意識の形成
☆作業の手順,管理,体系化,伝票書類等のコード化が浸透へ
@MIS(Management Information System=経営情報システム)

第2次情報化(コンピュータとしての利用)

@期間(1970年代の初めから終わりまで)

@利用企業
　業種的には全機種に拡大
中小企業も利用,計算センターなど共同利用
@利用の拡大
☆コンピュータの小型化が進展
☆オフィス,コンピュータ(Office Comuputer:オフコン)

常温環境,専門要員不要,パッケージ・ソフトウェア
☆最初にデータと処理プログラムを入力すれば各作業を連結し,一業務の主要な処理部分あるいはその全てをトータルに処理
@利用の質的変化
☆主力業務に加え各部門の管理業務にも利用,多くの業務をコンピュータで処理
☆業務処理の効率化として,時間・人の省力化が進展し画期的な効果
☆データ交換(ネットワーク利用)が徐々に拡がる
　単一な場所におけるデータ処理から広域的なデータ交換システムへと徐々に発展
第3次情報化(システムとしての利用)

@期間(1980年代初期から1980年代後半)

@利用が全社・全業務へ
☆パーソナルコンピュータ(Personal Computer)が急速に普及
☆あらゆる企業で全社,部門,部,課,個人レベルまで業務処理にコンピュータを使用
→各自の担当業務を可能な限りコンピュータで処理する傾向へ
@利用形態の変化
☆LANなどによる全社的なコンピュータネットワーク構築が出現,社内情報をデータベース化し共有化を開始
☆オフィスのあらゆる業務を可能な限り機械か処理に移すOA化
重役にも浸透
=コマンド指定→画面をポインタでクリック
@利用形態の変化
☆管理業務処理の効率化,合理化,人員の削減と人材の重視
☆積極的効果的活用など情報システムを活用することで同業他社との間に差を付ける
@戦術的活用段階までの情報システムの役割
　企業活動にともなって必然的に発生する事務の処理は事業活動の発展にチョkすえつプラス寄与するものではない
　処理にともなう時間,人手などマイナスコスト負担を軽減する間接的なレベルにおける事業活動の支援である。
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